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後期基本計画／第4章

政策Ⅱ『安全』：人と自然が調和した 安全なまち
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水辺や森林が、自然とのふれあいや憩いの空間となり、公園や緑地が遊びや交流の場として

利用されています。

将来あるべき姿

No.8

❶市内にはのどかな田園が広がり、加古川、東条湖、三草山などの自然資源のほか、播磨

中央公園、やしろの森公園、平池公園などが整備され、緑豊かな環境に包まれるととも

に、多様な生物の生息空間となっています。次代にこの豊かな環境を引き継ぐため、協

働による保全の取組を進める必要があります。

まちの現状と課題

施　　策  1 豊かな自然の保全・活用

主要施策 （1）水と緑の保全と創造

政策Ⅱ『安全』人と自然が調和した 安全なまち

❶【水と緑の保全と創造】

豊かな自然環境を、市民との連携により保全し、有効活用するとともに、河川、水路、ため池、

里山、自然林などの多様な生物の生息空間を守っていきます。

市の取組

◆市民は、森や川の学習会・観察会を通じて、森や川が持つ様々な機能を理解します。

◆NPOやボランティア団体は、水や緑の保全や環境などに関する専門的なノウハウを積極的に

提供し、森の木や川の水の重要性を市民に伝えます。

◆市民や事業者は、自然保護活動に協力します。

市民・事業者等の取組

関連する主要施策との連携の方針

◎環境基本計画

部門別計画

指標とその目標

62.7％ 75.0％

24人 50人

市民アンケートによる公園や緑地等の清掃などに
参加したことがある市民の割合

かとう自然がっこう（森の巻、川の巻）などへの参加者数

指 標 名 指標の考え方 実績値（H18） 現状値（H23） 目標値（H29）

━

━

公園や緑地等の清掃活動に
参加した市民の割合

環 境 学 習 参 加 者 数


















	46-47政策2
	48-49
	50-51
	52-53
	54-55
	56-57
	58-59
	60-61
	62-63

